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3月 第 3・ 4週 の 主 日 ネL拝 説 教 要 約

・ 3月 19日 :ヨ ノヽネ福音藩  12:1-11.

『 ベタニアの晩餐  』

・ 3月 26日 :ヨ ハネ福音壌: 13:1-11.

『 足を洗われる者たち 』

夜笠病院教会 牧
'事
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≪ ベダニアの晩餐 ≫

エルサレムの東南東、約 3Kmに 位置していたベダニアにはマルタ、マ
1ブ ア、ラザロの住む家がありました。彼らはナザ レのイエスの知人であり、

イエスはエルサ レムを訪れるついでに、彼 らの家によく立ち寄っています。

もしかしたら痛油 したこともあったかもしれません。

最後の晩餐はエルサレムのどこかの (マ ルコの母の ?)家 で開かれまし
た。その一 日前の夜に、最後の晩餐 とはまたガ11の 夕食会がべタニアの「マ

ルタの (住む)」 家てや開催されたとするのがマタイとマルコの福音書の見解

です。

しか し、ヨハネ福音書では、これは一 日前ではな く、前週の終 りの、■

ルサレム入場の前の夜であったと、説が分かれます。国みにルカ福音書で

はこのエピソーードをイエスの受難の 1年以上 も前の出来事としています。

さて、その年 (紀元 3 0or2 9年 ?)の地迅̀ 祭 とその前後のことに一番
詳 しいのがコハネ福音書です。その記録によると、ベダニアの家のダ食会

のために各地から、ニマ五ぐ連れ立って集まって来た人々の中にイエスの

姿 もあ りました。また、そこには住人のラザ曰もいて「彼のために 」宴会

が催 されたとあり、「 彼 」がイエスなのか、それともラザロなのか、原文

でははっきりしません。その後すぐにまた「 ラザロがイエスと共に座った

者の中の一人 」だったと念を押 されているので、著者の頭の中では少な く

ともこの二人はその晩の中慮人物だったことがわか ります。

さて、ラザロはとい うと、数 日前に、一度病几 しており、自分の基の中

から、イエスの声に嗜び戻されて命を得 、轟び生きる者となったばか りで

した。

姉のマルタはその晩 も来客の接待 をとりしきっていたようですが、妹の

マリアはとぃうと黙ぐと客人の食率を整えていたわけではな く、姉 とはま

た別の行動をとっています。何 をしていたので
｀
しょう?

家事 |二 :味い彼女は、大切にしておいた高価なナル ドの香油を家の奥から

取 1,出 して来て、それをイエスの足に塗 り、自分の髪の毛で拭 っていたの

です。誰一人、予想だにしなかった彼女の行動は、その番油の強烈な香り

が部屋中にひろまるとともに、一斉に衆国の的となります。彼女は、几ん

でいた家族 (ラ ザロ )に 、再び命を与えて くれたイエスの愛とその救いに

感謝の言葉 もな く、それが予想外の行動となって来出していたのです。



ならば今度は、油を注がれたイエスの反応に、一日が注目します。しか

し、その場の一時の沈黙を破 ったのは、イ」Lス ではな く、彼の弟子の一人

の (ィ スカ |リ オテの )ユ ダでした。

どうして、そ
`ノ

〕香油を300デ ナリオンで売って貧しい人たちに施
さな、ヽのか。

彼は突然、應にもない社会福社の精神 をここで被滲 ヒます。ユダは、イ

エスの日常の基仕活動には興味がな く、同行 していなかったようです。そ

んなユダをよく矢口る人マは、彼の発言に層をひそめたでありましょう。イ

ェスは、ようや く童い沈黙を破 って語 り始めます。

その貧しい人々なら、いつでもあなたがたのそばにいるではないか。

識かを助けたいのなら遠慮な く、進んで行動に移せばよいだけの話です。

大金 をあてにして後から始めるようなことではあ 1,ま せん。さて、イエス

はマ リアの したことを弁護することも恙れません。

この人の行動をさまたげてはならないく)私の準 |サ の日のために (香

油を )取 っておいたのだから。

イj■ スはこの 6日 後に処刑 される運命にあります。ユダヤの習慣に従え

ば死後 、遺体に油を塗 ります。マ リアの香油のおかげでイエスの “生前葬
"

がこの時に、成立 していたことを、まだ誰 も知 りませんで
｀
した。

《 足を洗われる者たち ≫

神の手の温 もりが、その独 り子の手から、第子たちの足へと伝わ ります。

その手の感触は彼 らの足先に、一生残 り続けることになるで
｀
しょう。受難

週の洗足の本曜 日の出来事の詳細はヨハネ福音書にのみ記 されています。

創せ記の第 1章 の大地創造では、神が命 じて無から有 (森羅万象 )が 出

現 しますが、第 2章 で初めて神が、その手によって人を倉11難 した時の手順



が明かされます。

神である主は上の塵で人を形作 り、その鼻に命の′急を吹 き込まれた。

(倉 11せ言已2 : 7)

間違いな く神は、ご自身の “キ "に よって、人を形作られたと。また、

ヨブ記には、つぎのように記 されています。

あなた (神 )の 手が私をかたどり、私 を造 ったのに、あなたは…

(1018)
神から懲らしめを受ける人は幸いである“・ 神は傷つけても、また

包み 、打っても、その手で癒 して くださる。    (5:17-)

このように、神の “手 ''を 、人間が身近に感じてきた長い歴史の記述は

聖書のあちこちに見られます。

さて、一番 “最後 "に神がその手を人に見せたのは、疑い深い弟子の ト

マスに対 してで
｀
した。それは十字架に打ち付けられて釘穴が開き傷ついた

手です。思えば、イエスはその手で彼らの足を洗われたのです。その手が、

人から懲らしめを受け、傷つき、血潮をしたたらせていたのです。

彼活したキリストにその “キ "を 見せられた弟子たちは、我が身をもふ

り返 り、さぞかし人間の業の,宋 さを思い知らされたことでしょう。

時間を巻き戻すと洗足の夜に、弟子たちは足を洗われた時、困惑します。

その時イエスは リーダーのベ トロに対 してこう言いました。

私のしていることは、今あなたには分からないが、後で、分かるよ

うになる。

もし私があなたを洗わないなら、あなたは私と何の関わりもなくな

る。              (ヨ ハネ福音書 13:7・ 8)

弟十たちは、その夜の イエスの言葉と手の温 もりを一生恙れることはあ

りません。さらに、彼活者のその “キ '1:こ 深刻な傷跡をを見たことも。

キリス トの手は、彼らに先立ち、本来に向かって、彼らを力強 く導き、

困難に立ち向かわせ 、また、労薔 を掩 して くださることで
｀
しょう。その御

手のために、やがて彼らは、自らσ)命 をささげることになるで しょう。


